
平成２７年度第１四半期 地場企業の経営動向調査（概要）
調査対象：福岡商⼯会議所の会員企業1,500社を任意抽出 期間：平成27年6⽉8⽇ 6⽉25⽇ 回答数：408 回答率：27.2％

報告（４）

平成２７年度採⽤動向    

平成２７年度採⽤動向      採⽤ ⾏   ５０.８％、「現段階では分からない」が２３.０％  採⽤ ⾏     ２６.３％。
採⽤ ⾏ 企業     正社員 採⽤   企業 ８９.９％  ２６年度 採⽤  企業 内訳（８０.７％）よりも⾼くなっている。
正社員 採⽤数     ２６年度 ⽐較   増   企業 ５１.２％  昨年度並   ４２.０％、「減らす」が６.８％。
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全業種 建設業 製造業 卸売業

小売業 運輸倉庫業 サービス業

採⽤した
62.6%

採⽤・募集なし
37.4%

採⽤ ⾏ 
50.8%

採⽤ ⾏   
26.3%

現段階では
分からない

23.0%

〈採⽤の内訳〉
※２７年度  採⽤ ⾏  企業 ２６年度  採⽤   企業 

回答（複数回答）

〈正社員・⾮正規社員の採⽤動向〉

複数の内定を持つ学⽣が増え、
⾃社 内定 辞退   懸念

他社の選考とスケジュールが重複し、
⾃社 計画 ⽴    

選考期間が短く、学⽣が⼤企業に
絞り込んで⾃社への応募が減る
選考期間が⼗分に確保できず、

学⽣ ⾒極  難    

その他のマイナスの影響がある

学業 留学 課外活動 ⻑ 専念
でき、学⽣の質が向上する

その他のプラスの影響がある

どんな影響があるか分からない

特に影響はない

円    内側 ２６年度実績 外側 ２７年度動向

２８年度新卒⼤学⽣ 対象   
採⽤    変更 影響

【⾃社業況の景況判断推移（業種別）】業況ＤＩ ２期  悪化  ⼀進⼀退 先⾏   再 改善⾒込  
平成２７年４ ６⽉ ⾃社業況ＤＩ（全業種）は▲8.3（前期⽐▲2.3ポイント）と
２期ぶりの悪化。

業種別でみると、サービス業（前期▲1.2→今期7.4）、⼩売業（▲20.5→▲17.2）、
卸売業（▲20.4→▲17.8）で改善。特に、好調なインバウンドを背景にした持ち直しの動
  ⾒    流通関係 改善 ⾒     ⽐較対象 前年同⽉  消費税率引 上 
 伴 駆 込 需要 反動減   業況 落 込  時期      留意 必要 
⼀⽅、運輸・倉庫業（17.7→▲8.8）、建設業（9.6→０）、製造業（▲14.6→
▲15.6） 悪化 建設業 ５期連続 悪化     値     平成２４年７ ９⽉
以来、１１期ぶり。

項⽬別   受注 販売価格 ⽣産 売上額 改善 ⾒       営業利益 悪化 
なっており、円安に伴う⼀段のコスト増や価格転嫁の遅れが業況改善の⾜かせとなっているこ
とが伺える。

次期（平成２７年７ ９⽉） 0.3（今期⽐＋8.6    ） 改善 ⾒通 。


